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実施箇所 電源事業本部 （原子力） アクションプラン進捗管理表（AP5（4）安全文化醸成） H19年9月末現在
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目　的
OMS　　化で　　して　二取　み　　■して　　　　　　　　　　　　　、　■　；
g微風土を確実なものとしていくとともr馬田からの要求に対応できるような施策を策定・実施する。

化 し不　　　　　力再　し3い

要求事項

（6）人的過誤の不適合事象に係る取組みおける保安検査等への対応．

1　ROAに’け　トッ　マ　ジメント～よ　　　　　　の
@を十分発揖させるqMSとする」ことへの対応。
i2）安全管理技術評価WG意見「「安全最優先」の考え方の浸透が重要jへg対応、
i3）発電設備総点検での不適切な事案についての要因分析から．「コンブフイア婆意臓の不足」「工罹
@優先等経済惟■視の考え方」「法令・保安規定に対する判断・遵守に対する考其方」「社内規定・要領
@　に対する判断・遵守に対する考え方」「事業者としての説明責任」等に間鷺があることの対応．

k4｝H田年12月の保安規定改定で記載する安全文化配成のための体制を含めた検討。
i5）H⑳年度から実施される，安全文化の劣化防止に係る保安検査への対応・

化の　　、　」に・　　リ　　ーシッ

実施内容

（1〕　テ活　の雫　■　か1二　　　る取　みの■　・
@国が整備中のr規制当局が事業者の安全文化・組織風土の劣化防止に係る取組み鮒価するガイドライン」における
@安全文化醸成の取組みを把握する14の項目に当社の現状の安全文化醸成活動を照bし・活動等が不足していると考
@えられる安全文化の要素を整理する．さらに，逮やかに実施していく取組みを追定し実施する．

i2）中期的な活動の検討，実楯（H19．10月一）
@安全文化醸成の取組みについての評価結果を分析し，他社の良好事例等を参考にして，中期的な活動計圃を明確に

@する．そして，追加施策を策定し，実施に移す。

@活動計回において策定する内容：「体制，仕組みユ．「施策、

i3）H田年度の活動の評価，次年度活動の検討（H20、1月〕
@H19年度の活動が実効あるものになっているか，不足している活動要素は何か等について評価し、活動計画を見直す

@とともに，マネジメントレビューヘのインプットとする．

〔H田．5月～10月｝

]価法」，「ヒューマンファクターの横風体制，仕組み」

＿凡例一　▽日溜四，▼■湊棚

スケジュール

実施事項 H旧年度 H19年度 H20年度 捕者

1
2　　　3 4　　　5　　　日

T 巳
9 10 11　　12　　　1

2 3 上期 下期

個別の歯策 施 個別の施策実施
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月11日計圃キックオフ6

獅P4日チーム会捉出5

獅Q0日保安検査説明了

獅O2日打合せ（評価分担決定）8

獅O9日評価綴了8

獅Q0日追加施策等検討8

獅Q3日アセスメント受診決定8

獅Q9日。ラーニング実施決定9

獅P2日アセスメント事前会議　

@　　（実施日決定10月17～19日）9

獅Qt日工NSS意見交換9

獅Q8日保安規定変更申講ﾐ
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3／26：東京大学飯塚教授・

R／27：原子力安全委員会　

@　防災郁会委員吉村秀賞氏・

S／19＝北村正晴氏2
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4）安全文化醸成施策の実施①

ﾂ別施策の実施（RCAから　
pMS商屋化としての取組み）　
@　・講演会の実施　

@　・社長のビデオレターの作成　

@　・モラル教育の実施　

@　・コンプライアンス教育　

@　・積極的な情報公闘の推進　
@　・ふれあい活動の実践　
@　・協力会社との親睦行事の実施　

@　・捷茶箱の設置②

ｻ行活動の評価③

ｬやかに実施する施策の選択，実施　
瘁E管理責任者メッセージ　
@　・技術者倫理教育の推進　
@　・異業積間交流　
@　・組織風土評価活用（原技協等）　

@　・e一ラーニング活用　

@　・法令，社内規定教育④

ﾛ安規定の改正検討⑤

�咩Iな活動の検討・策定⑥

ﾇ加施策の実施⑦
�ｮの評価，次年度の検討　
@　　体制、仕組み　
@　　施策、評価法　
@　　ヒューマンファクター⑧

ﾀ全文化ガイドライン検討　

ﾀ全文化検討委員会等�
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現在の状況

現在実施中の施策について，実施状況をフォーロー中。

現在の活動内容の評価について，評価方法，分担を決定し評

価中（評価終了予定7月20日）

評価を実施し，早急に実施する施策として以下の2件を決定し

実施

　●ラーニング（JANT［〕

　　・8月29日依頼文書発信
　安全文化アセスメント〔JANTI）

　　・9月12日公式事前会議

　　・実施日決定（10月i7岬19日）

その他の追加施策の実施1二ついて検討中

対策の検証方法と検証結果

・　アンケート，試験，意見交換等により，理解度，浸透度を把握する。

自己評価 備考（懸案事項他）
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実施箇所 電源事業本部（原子力）
　　　アクションプラン進捗管理表 （AP6（1）OMSの教育の改善（O”S関係分） H19年9月末　現在
ノ「7γヨノノフノ廼仰－理取 ㌧〔「U　　、　1／　umO　V’駄目V’申し盲　　、｝旧、J　lヲ司1爪ノ」’

目　的

MS活動の全体の底上げを図るともに，

原子力安全に係る東務に従事する全要員に対し，JEAC4111の善本的な理解を習得させる。

ﾇ理職及びQMS活動の主導的な推進者に対し，GMSのより深い知織を習得させることにより「キーマン」を養成し、Q

@　　　　　　　　　　　　　　　　より有効な活動にする、

要求事項

2．発電設備総点検での不適切な事案についての要因分析から判明した

1，平成18年度に実施したO鵬レビュー結果の反映

k1）現場の声の反映〔JEAC4111の理解不足，独象的な表現が多くてなじめない，管理職のOMSに閲する理解度が十分でない）

i2）根本原因分析からの課題〔QMS教育の充実を図る必要がある）
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の問題を解消する必要がある．「不適合管理の不備」

実施内容

1．改善した教育計回の策定およびその確実な実施

@　（1）　階層別教育の計回的実施

@　（21．全体集合教育の計画的実施

Q．新しい教育プログラムの導入

@　個々の要員自らが，主体的にO給の基本を学び理解を深めることを

@　目的として，8一ラーニングによるOMS教育（JEAC4111の概要二割

@　定の経輯、特長、原子力発電所における品質保証活動等）を導入．

具体的な行動計画 　　一凡　例一
､□＝計画，▼　　実績

実施項目 スケジュール〔平成19年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年度

4月　　5月 6月 了月　　8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月　　3月　　上期 下期

1．教育計回の策定及び改善

▼検肘 ▼ 附会 ▽ ▽

次年度教官計画に反映

教離隔の策定 QMS敏育の改善検討

　　ユ＿＿一

c亜聖三
↑

2．階層別教育の計画的実施

▼ ▼ ▼ ▼　　　▲ ▽ ▽ ▽ △

0計画

EH四．4．6＝平成19年度教育・訓練計画の策定｛原子力部

蛛j

EH19．6．1＝6一ラーニングの導入決定

n階層別教育

@H19．5．22－23　：品質保証監査黄の研修（ISO9001内部監

@査員コース）（第1回）実施

E田9．6．1転品質保証教育（新入社員）実施

EH19．7．1D－11二品質保証監査員の研修〔第2回）実施

E田9．7．5一了二策2，3回RCA研修実施

EH19．8．2了一31；品質保証審査員のISO研修実施

EH19．8．29－30二品質保証監査員の研倍（第3回）実施

EH19．8．2了一31：品質保証審査員コースの研修実施

EH19．9．19－20JE八C4111－2003コース且研倍実施

B集合教育

EH19．5．Z4～二平成19年度品質保証に関わる社長ビデオ

＜bセージ配信および視聴

盾書暑ｳ育改善検討会

EH19．6．B　：第　1　回OMS教育改善検菖寸余実施

E田9．9．251第2回O鵬教育改善検討会実施

！
E
実施 継続実施（適宜計画見直し）

3．全体集合教育の計画的実施

▼ ▼
▽ △ △ ▽

実施 継続実施〔適宜計画見直し）

4，■一ラーニングの導入
▼導人一 定　▼　作開始

導入検討 一製　1乍一一 導入・運用 改善・強化

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載） 備考（懸案事項他）

・改善した本年度の教育・訓練計回に基づき，㎝S教育

�v画的に実施している．

@o一ラーニングの導入決定．

@第1回口幅S教育改善検討会　（準備金）を開催し，今後

@の検討方法を決定した。

E●一ラーニングの製作中（原稿作成，ナレーション録

@音済。）

〔検証方法）

EOMS教育改曹検討会において，教育・訓練の受講者か

@ら提出される「教育・訓練実績報告書」等によリ当該

ｳ育訓練の有効性及び今後の改善事項を評価・検討す

@る¶

i検証結果）



実施箇所 　電源事業本部（原子力）
アクションプラン進捗管理表 （AP6 （1）0”Sの教育の改善〔法令遵守のための保安教育の徹底） H19年9月末現在

L一’

一《

アクソヨンフフン進捗冒埋扱　　いro　U／u恥UJ転再UJ以百 L広－過「TU’に“’V’界臥臥門V’1黙」一ノ

目　的

・原子力安全に係る業務に従事する全要員に対し，法令遵守の定着をはかる。

i法令遵守教育は，保安観相・保安規定モれぞれからの要求に基づき実施す喬．）

1．法令遵守のための教育カリキュラムの検討整備

Q．新教育カリキュラムによる保安教育の実施

R．アンケートおよび理解度確認問題の作成

要求事項

・　　　　　　　での　　　ま　　についての　　　　　、り，　1　・　　に・　　　え　の
闢_が判明した。rコンプライアンス意識の不足」r法令・保安規定に対する判断・遵守の考
ｦ方の甘さ」「社内規定，要領に対する判断・遵守に対する考元方の甘さ」の問題を解消す

髟K要がある。

実施内容

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽□　計画、▼ 実績

実施項目 スケジュール〔平成19年度） 平成20年度

4月 5月 6月 7月　　B月 9月　　10月　　11月　　12月　　1月 2月 3月 上期 下期

1．教育カリキュラム検討 ▼7／13検討会 9125

@▼打合せ

検討会倣青計画の変更1

検　　討

2．平成19年度保安教育の実施

新教育カリキュラムによる保安教育の実施

3．平成19年度保安教育の実施結果

@　評価および平成20年度保安教育
@　への反映・実施

▽検討会〔次年度計画

▽検討会（前年度

改善・強化

検討会：教育訓練検討会

・7／13算2回教育訓練検討会にて，保安規程の変更につい

　て付議。保安規定関係にあわせてカリキュラムを検討す

　ることとした。

・了／27電源事業本部品質保証運営委員会にて策2回教育訓

　練検討会検討事項報告

9／11の保安検査〔AP6関連）で，保安規程。保安規定モれ

　ぞれからの要求があることが分かるように記載するよう

　指示あり。→目的の記載追記．

9／25兜電所・本社の品証担当と意見交換実施。

　当初，CSRが準備を進めているコンプライアンス研修

　と合体した研修を検討してきたが，今年度は外部講師に

　よる研修を企画することとした。

9／25　CS　Rコンプライアンス担当へ講師の紹介を依頼。

▽検討会（前年度教育訓練の効果等検討）

10／1外部膳師の紹介を受け，日程闘登開始。

10／3日穫を決定。発電所へ通知．内容の検討開始。

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価〔終了時に記載） 備考（慰楽事項他）

・7ハ3第2回教育訓練検討会にて，保安蜆租の甕更1こつ

｢て付膳．この中でコンプライアンスおよび法令遵守

ﾌ教育項目を追加することを情報拠供した。

@これに合わせ、保安規定のコンプライアンスおよび法

ﾟ遵守の教育について検討していくこととした。

E外部講師と，研修内容・進め方について訓整を進める。

（検証方法）

E教育実施前後において畳講者へのアンケートおよび理

�x確認結果を比較し，評価する。

i検証結果）

・H19年9月末までに保安教育の一環として法令遵

轤�ｱ入するため，保安規定の変更申鼎を行う．

EAP5で行う「安全文化の醸成jとの餌整が必要．

@　　　　　　　　・



実施箇所 島根原子力発電所
アクションプラン進捗管理表 （AP6 〔2）　品質保証センターによる活動支援） H19年9月末　現在

P
いr・

アクソヨンフフン進捗官埋我　　しAドb LZノ　　祠ロコ軋堺田t「巳ノ7　　1㌧小～’白燐リ調し工瓦’

目　的

　QMSの認識を高め業務のツールとして活用できるようにし，またPDCAが十分に回るよ

､にする。

1．品質保証センターのスタッフが飴電所各課が取り組む検査対応．不適合管理（日常業務）等において

@アドバイス等の支橿活動〔サポート）を行うことにより，説明責任を果すためのQMS理解度向上を

@支援し．合わせて，検査担当課の負担軽減および効串的な業務運営つなげる。

Q．QMS試行・検証段階等での使いやすい槻点からの提案（不適合管理関連）

要求事項

1．発電所員のQMSに対する認識の充実を図る．
@　・各自が製品である原子力安全の説明責任を果すために、QMS理解度向上の支援。

実施内容

具体的な行動計回
　　一凡　例一
▽口　計画，▽□：実績

実施項目 スケジュール（平成19年度〕 平成20年度

4月 5月 6月 了月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

□ 2牙1叢 □ 1号機

日日 口口

1．品質保証センターのスタッフが発電

滑e課が取り組む検査対応，不適合管理

k日常業務）等において、アドバイス等

ﾌ支援活動〔サポート）を行う。

E保安検査

@定期事業者検査

E不適合管理（日常業務）等

@OMS試行・検証段階等での修正槌案

@〔不適合管理関連）

試行・憤阯股階

・6／5～6／29保安検査対応支援活動

　5／14一定期事業者検査安全管理審査（文書審査含む｝

　　　　対応支援活動
　4／1～不適合管理（日常東覇）等支援活動

　8／210MS文書試行・検証について打ち合わせ

　日／2日削30QMS文書試行・検証のうちレビュー

　9／3峠9■28保安検査にてqA（セ1同席しQMSに係わる規

制要求事項，当社弱点および改善に向けた取り組みの方向性把握裏

施・支援

・OA〔セ）支援・確固・活動関連

即26：不遮，是正処置シュミレーション裏施；M像、亜

　　予防処置シュミレーション実施1技・品

9／圏不適，是正処置シュミレーション実施；E保，安

　　内コミ，M／Rのシュミレーション実施：品

　　文書・記録のシュミレーション喪施；紛稿，品．本部

10／1設計開知のシュミレーション実施：品、保管＝

10／2設計開発のシュミレーション契施：E保．M課

10／3脚達のシュミレーション実施：燥管、安．発

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己騨価（終了時に記載1 備考（懸案事項他）

1．保安検査，定期事業者検査，不適合管理（日常業務） 1．業務の中で適宜取り組む活動であることから対策の

算について適宜必要により品質保証センターが各課を 検証方法等について特に定めない．なお，改善活動に密

サポートしている。 接に関係する不適合管理の仕組みについてはこの度初

2．QMS試行・検証段階に入ったばかりで現時点にお めてグレード分けの概念を適用することから，業務のツ

いては未だ修正提案の段階にない。 一ルとして活用できることを試行・検証段階のシュミレ

一ションにおいてGAセンター員を参加させて確認す
る。



実施箇所 電源事業本部（原子力）
　　　アクションプラン進捗管理表 （AP6 （3）技術継承施策の実施〔力量の明確化）） H19年9月末　現在

才・■，

口、

アクンヨンフフン進捗嘗埋奴　　慣rO　口」依回歴承肥派四天』臥ノ」且W明鵬1L〃

目　的 効果的な人材育成と技術力の向上を図る。

要求事項

・保安検査での指摘事項への対応（原子力安全に係る業務に従事する葺員に対し，共通的な力量について作成し、運用しているが，業務

ﾉ適合した力il二ついても設定の必要がある。〕

E知識に関する知塊不足を補うための教育訓練カリキュラムを策定する必要がある。

E実施した教育・訓練の有効性評価方法について・検討する必要がある・

実施内容

1，新力量の詳細検討

@各課・担当別の業務遂行に必要な力量を抽出および設定

@する。
Q．教育訓練カリキュラム策定

@上記の力量取得のための教育訓練カリキュラムを策定

@する．
R．教育訓練の有効性評価

@確認試験問題作成

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽□　計画，▼ 実績

実施項目 スケジュール（平成19年度） 平成20年度

4月 5月 6月　　丁月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

3．概念検討 ▼5／1 教育訓　検附会

▼7／ 3教育部II 検討会

即

4，新力量の詳細検討 WIG設

新 量の詳 検討
新力量制度

ﾌ導入

3，教育訓練カリキュラム策定

．討・策 教育の実施

4．確認試験問題作成

問題作成　教育訓練検討会方針スケジュル 継杭1乍成

部導入・

・5ハO教育訓練検討会を実施

新力量原案について検討

・T／13算2回教育訓練検討会において，陥での検討事項を

決定。

・7／四電源事巣本部品質保証運営委黄金にて第2回教育訓

練検討会検討事項報告

・8月より各WGにて検討開始

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価｛終了時に記載） 備考（懸案事項他）

新力量の設定方法について，原子力部門の各教育訓練 （検証方法）

主管箇所で検討中． ・披露試験の導入・実施

・T／13第2回教育訓練検討会において、陥での検討事項

を決定。 〔検証結果）

・本部，発電所，建設所各照にて担当毎の教育訓練項目

策定中（”G闇値日＝本部18／31，9／27，発電所旧／23，9／6，

建設所：9／3，18）



実施箇所　島根原子力発電所
（A　P6 （3）　技術継承施策の実施（暗黙知の形式知化施策の実施）） H19年9月末　現在

｝」

．一1

アクソヨンフフン進捗管理我　　しAP6　L3ナ 弦何胚那肥車uフ最把 曳r百船馴）’彫工㌧馴1」』E凧）’コ鴨肥ノノ

目　的

作業における暗黙知を形式知化する。
1．ノウハウに関する記載を充実した2号機作業手順書の見直し

要求事項

（1〕作業手順書の中にノウハウに関する記載を充実させる。 実施内容

具体的な行動計画 　　一丸　例一
▽口　計画，▽口＝実績

実施項目 スケジュール（平成19年度〕 平成20年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1．ノウハウに関する記載を充実した2

@号機作業手順書の見直し

常業稲の

一　　－　　■　　－　　『　　一　　甲　　一

P］で継続配に改鮮

一　　一　　一　　一　　－　　■　　・　　■ A　　■　　－　　¶　　－　　一　　一　　一 一　　一　　‘　　・　　閣　　一　　一
一＿＿＿」

・2号機第14同定検の作業手順書にノウハウに関する記

　賎を充実させるよう見宜し作業を実施済み。

・手順書策定完了

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価〔終了時に記載） 備考〔懸案事項他）

・2号機策14同定検の作業手順書にノウハウに関する 〔検証方法）

記載を充実させるよう見直し作業完了 なし。

・手順書策定中〔10％）

〔今後，保守管理関連3次文書へ反映する）

（検証結果）



実施箇所　島根原子力発電所
（A　P7 （1）　協力会社とのコミュニケーション方策改善） H19年9月末現在

一ト」

帰り

アクンヨンフフン進捗贋埋我　　tAP1 し1フ　　働刀＝躍f工こU／J、ユーノ ン「ゴノノコ皿眼宵’

目　的

協力会社と十分なコミュユケーションをとる
1．協力会社とのコミュニケーションの分析と改善

要求事項

（1）協力会社へ，四達要求事項を確実に伝える．

k2）協力会社から，設備情報・改善要望事項等を得る。

k3）協力会社とのコミュニケーションの明確化

実施内容

具体的な行動計画 ▽口唱画態□、実績

実施項目 スケジュール（平成19年度〕 平成四年度

4月 5月 6月 7月 B月　　9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

現状　コミュニ ケーショ1．協力会社とのコミュニケーションの

@分析と改善
改善案

の分析

�閧

pM　S 書への 映

・第2WG（保守管理要領の見直し）の中で活動（2回／

週）

・改善策の要否について検討中

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価〔終了時に記載） 備考（懸案事項他）

・現状のコミュニケーションの分析終了〔7月末：目標 〔検証方法）

どおり〕 篤2WGでの評価
分析結果に基づく改警策の要否について検討中（進捗

率：g　o％）

（検証結果〕



実施箇所

1一．彫

o

電源事業本部（原子力）

（AP7（2）中央大における動向把握） H19年9月末現在アクソヨンフフン進捗雪裡我tAド八Zナ甲果天1一お1TO期1口」 ナ。慨ノ

目　的

　民間規格の調達要求事項が全国大で見直しされており．

驕D一方，

≠ｷる意図を十分に理解していなかった。

v表示をするとともに規格の要求する意図を把握することを目的とする，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当社OM　Sへ確実に反映する必要があ

鮪ﾐQMSの取り組みとして，中央大の会罎体に積極的に参加しておらず．規格の要

@　　　　　　　　　　　　このため，今後，積極的に会撮棒に参加し，当社の意

要求事項

（原子力については，

・現在、全国大（電無協会等）で「鯛遮管理』に関する議論がなされており、改善方策を確実に

謔闕桙�ﾅいく　〔安全管理技評価WG）
E各相委員倉等への参加（MSA文書関連の検討委員会（電事遮等）〕（根本原因分析）

@（根本原因分析の結果，課砥「MSA文書等の外部文書を本部・発電所とも十分に鳴旧して共有

@する必要がある」に対して，O器活動を推進する上での環境整備として実施する是正処置）

謔P回企業倫理委員会提言⑫への対応
定期的な情報交換の場を設けることについて検討する必要がある。〕

実施内容

0．原子力品質保証担当の人員強化（実施済みH18．11．121H19．2）

P．調達管理チームヘの参加（J　EAG4121追補版（訓達）の作成、J　EAC・J　EAG定期見直し

@　（脚達関係））

Q．OMS関遮の食膳体への参加による情報収集

k脇連以外）

R．RCAガイド検討チームヘの参加｛J　EAG4121追補版（RCAlの作成）
S．レビューチームヘの参加（JEAC・J　EAG定期見直し作業（調達関係を除く））

T．再発防止対策の実効性を高ど）るため一既存会騰体などを通じた定期的な情報交換弓返諭により．

@当社への反映について検討していく．、

具体的な行動計回
▽口
一凡　例一
′v画， ▼ 実績

1．　　　　　　一ム

実施項目 スケジュール（平成19年度） 平成20年度

4月 5月 6月 7月　　8月 9月　　10月　　11月 12月　　1月 2月　　3月一 上期 下期

・5／18　調達ガイド案の審議・6／囲　定期改定について・7／25　パブコメ対応について・8／2，9／3，9／25　定期改定案の審誰

@QM　S　　の　　　への　　　こ

1．醐遮管理チームヘの参加 JEAG421追補 〔四達）作成

パブ ▼9／5　定 定期改　作業 2．
メ6彪7

@▼5’1

8！26

@　▼
　　▼！25^28

@　　　8／2

▼9／3

@　▼
25

▽中間案　告 　　▽湘

ｭフコメ

定

2．ロMS関遮の会議体への参加による

@情報収集
@品質保証分科会，②品質保証検討会

▼6／6②
　　▼
V／19②

▼8エ②

@▼舵8①

3．RCAガイド検討チームヘの参加 JEAG 121追補 （RC 作成

　品質保証分科会・B／2B　四達ガイドパブコメ対応，RCAガイド上程某の審議

A品質保証検討会・5／6　本年度活動計回，RC八ガイド，鯛連ガイドの検討状

@　　況について
E7／19RCAガイドの審膿
EB／21　四道ガイドパブコメ対応，ROAガイド上程案の審議

iその他）

R，RCAガイド検肘チーム
E6／6ガイド案の審議

S．レビューチーム
E了／9　定期改定（レビュー〕の進め方．レビュー分担の決

@　　定・8／3，9／4　レビュー案の審議

T一定期的なII碑報交換
E9。’28電亭迎　品質保証婁貴会にて当社σ）再発防止へσ）取

@　　　組みを紹介

▼6∫6
くブコメ ▽制

9126 自

4．レビューチームヘの参加

▼7／9
▼8／3

▼9／4
▽中間茶

告
期改定 業 　　▽伽

pブコメ

定

5．既存会1黄体などを通した．定期的な

@情報交換・菖灘禰

▼II

hl目

18

ﾘ婁員コ ）

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己脾価 （終了時に記鋤 備考〔懸案事項他）

J　EAG追補版〔鯛運，RCA）作成作業，定期改定

�ﾆへ参回中（社内システムヘの反映作集中）。

�ｶ会臓体などを通じた一定期的な情報交換実施中．

　（検証方法｝

@J　EAG追補版記載事項のQMS文書への反映をレビ

�[
@〔規格制定後）

@〔検証結果）



実施箇所　島根原子力発電所
領の見直し）（AP了（4）発注仕様書の見直し） H19年9月末　現在

乞・

アクションプフン進捗管理表（A円（3）調達管理要領の見直し以A四四死狂憧悼畳ω兄且しノ

目　的

調遺管理を適切に実施する。
1．AP了（3〕調達管理要領の見直し

Q，AP7〔4）RCA等兜注仕様書の見直し

要求事項

（1）　JEAG4121・2005（2007年追補版） 実施内容

具体的な行動計画
毒

　　一凡　例一
▽□　計画，▽□1実績

実施項目 スケジュール〔平成19年度1 平成20年度

4月 5月 6月 7月 巳月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1．AP了（3）調達管理要領の見直し

JEAG4 21・2005 2007年’ 補版の 求事項 反映し 綱連管 要領の 定

2．APT（4）発注仕樺書の見直し
脚達 理要領 満足す 標鞘発 仕様書 策定・Q S文書 の反映

・JEAG4121改定情組の収集

・調達管理要領の策定中

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（終了時に記載〕 備考〔懸案事項他1

・JEAG4121改定情報の収集〔パプコメ版入手）

E醐連管理畢則の検証作業実施済み〔コメント中）

E鯛連管理要領策定中（道捗率＝10％〕

（検証方法〕

`　P1篤7章の畑違管理の検証の中で実施

k検証結果）



1b

実施箇所：電源事業本部（原子力）
アクションブラン進捗管理寂〔APフ（5）保安の措置のために構ずべき措置

H19年9月末現在

の の ＿め1二

目　的
帰電蹟輔の轄幽頓轄景を齢亡えて，慣安セより碗夷に碑偉させるため．蔓■書、竹識

燉棟遭W僚官に閣†る文書について桿蜜無寛に覚め、これ壱遵守†る．
1”の釘応
@聾輔書，
�}，

作業手順書やの他律宜1こ闇†る文書につL、て，重畳庄｝に応じて．燥安蝦寛長びその＝衣文書・ ユ次文書算とL、つた品質課虹1こ偏る文書の陶層的な棒幕の

モの位量棚ナが明穐1ヒされていること．
n原子炉施紐の燥蜜酒動で使用†る文書1こついて一体票的なコながりが明確1こ承され豊切に督■されている・

o原子炉崩齪の榛蜜后軸で使用†る文書。承認看が聯硫に虐められている．

｛の怖畠亭■書癖芒■正に怖鵡しこれ壱墨守」た無安橘動 真掩内事 121の封醇
ﾍ”→→ヒどの四点麗1b解自書から協れf二賑1調幡輔棉輔を日WR事翻憶齢仲WR鵜棚齢などの鵜齢イ服蝋醐騰

要卑事項

蟹■上の槽盧

12〕メーカーの蜜窒杖術1こコいての欄軋を電力事自書期で擬有しうるため1こあ畏な 用L，

他の原子炉瞳■世と共有し一 一らの原子，地盤の煤安を向上さ仕るための輔畳が記章されていること．

A悼的な行動計田

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

u口：『旧，▼■：寅輌

真艫事項 H1
P

H1
ユーレ

H 迅”机院，｛優の予定 露了畢り

費の のr　に　　べ
1叫”噛　慣

▽
省 寵 ・o，⑦について儀曽短寛

立動　■豊 直黒申鞘齢／コ。巨富でに情工

安 虚　皐　　討
@　　　　　　　一悌　　　　　　　　偉 曹員ｧ 壷夏 請

覗在，慶！庫を■畢遮大で

苧}
N【Aヒ　リー ゲ

q）作瀧，閣書瞭告逓正に作並L 中 大 の

これを茸寄した楳安播動

2　分 号 の権

1メー 一の　　　　’についての

t力事鴬嵩問で共有しうるたぬ1二あ聾な

暫理上の槽量
一
と 胴

葺輔 へ 反

凋在の状況 舛蟄の憤幌方注と敏睡帖皐 自己許鰍幌了暁に祀雌〕 偶脅億鼠事順他1

日A
6A30日パブコメ轄T
@　o日公布

（植睦方脚
噤o改正に舛応し虹慌宜鼎庫の改正， 閣偏■側葡の改正，た1‡斬層

9月盟日皇里隊可申靖 制定がきれていること．

1朗 14E塊行
ω偉安蝦定皇更ゆ1敵葡
・省噺改正真たぱ喜査内闇の皿凹に沿った偉宜粧建の改正畑行わ
れているかを偉安院とのヒ7リシゲ等によリ碗2する．
・楳費傾定鵡正内専び垂蝸であるか塚子力鼻鳳偉宜■曾員重で
●隙ナる。

・埠喪顛■の尊正方直十をロ繭蜥討書A虫で喜麟する。

12隈欄書襯改正塞たIt翻宵
・畏帽書翻改正歯た1ま輯定が運卿■eるものとなってL、るが厚干力
擁電俣寅逼嘗曾員壷で●臨†る．
－聾輯書顛竜疋喜た1土葡走が運用で白るものとなっているか撮干力
勲電嘱安誓具壷で喜韻する，
・蔓輌書顛亀正盧たは制定内申が品貫偉雄上担鐸されるか品貫癌
旺運世聾員虫体“・量■断）で書踊ナる．

｛3，運用の馳詔

・賦正虞たは制建した葺個顛に準じ』軍干力勲電景の燥全居勘が

喪篤
@　管履されていること乱 ■童碗岨す嶺

佃虚軸勲



実施箇所 島根原子力発電所
アクションプラン進捗管理表 （AP7 （6）委託における検査業務の適正性を確保するためのルール設定） H19年9月末〆｛7ンヨンノフン蓮餌冒理衣　　㌧A「1　監Oノ田旺1一仰1’ 勾恨－乖似∫）’廻」」」1工在冊P57　国『層　　　　　　　　　　ロハ組

目　的

　法令に蓋づく検査業務のうち．定期検査中の検査は国が検査への立会いや検査方法の審査を

sっていること，また，協定に基づく環境放射能の測定等については当社による測定や自動測

閧ﾉより行っていることから、検査業稿全般を委託により実施している補助ボイラばい煙測定

�沚ｸ桑務適正性確保に向けた取り組み対象検査業務とし，データ改ざん防止等のルールを設

閧ｷる，

実施内容

1．改ざん防止のためのルールの設定

@検査結果の透明性・正確性の確保ならびに確実なチェック等を通じた当社の当事者意識の涵養や管理・監

@督責任の適切な履行等の罎点から，委託における検査業務のルール設定を行なう。

Q．グルーブ企業との規律ある健全な取引関係の構漿

@　当社と委託先の双方において恣意的な取扱いが生じることのないよう規律ある協力関係を構築する。

R，法令遵守徹底等の教育の実施

@検査業務等に係る縫令の重要性や実務面の知識の向上に関する内容を搬り込んだ教育を実施する。
要求事項

　土用ダム問題等の再発防止策における法令に基づく検査巣筋の適正性確保のため・チェック

ﾌ制の整備を図る．

逃
卜

具体的な行動計画 一凡　例一
■

実施項目 スケジュール（平成1野年産〕 平成20年度

4月 5月 6月　　7月　　8月　　9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

早曙の豊寛

1．改ざん防止のためのルール設定

@・手順書に改ざん防止の手頑を定める．

@・改ざん防止ルール実施に係る委託先との鯛

@臨
璽打坐との餌差

2．グルーブ企業との規律ある健全な取引

@関係の構築
@・委託検査業務に関して算三春によるサンプ

@ル測定導入等の検討．

@・委託先との隅蔓

錦三書による勃，塙調室騨λ等の禎討

聾托先との 閑豊

3．法令遵守徹底等の教育の実施

@・作業着手前に検i聾托先の業務従事書及び

@当社の業務関係者に対し，教育を実施する．

@・教育動果の確認をアンケート等で硫記する

@・毎年壇，粟棚委託者手前に教育を爽施する．

▽

▽

4．内部監査
@・ルールの設定，喪樋状規律について内部監

@査を受ける。

内麟 童

・6／29　委託先と鰍吾等のルール瞳壼に係る真体的歯群について打合

　　　せを真塩，
・T／ユ1委託先ヘデ一夕改ざん防止のルール設定〔案〕．契約上の手

　　　続等について提示。

・8／31　委託先ヘデーケ改ざん防止のルール設定等の手紐実施、

・9茄　　委託先からデータ改ざん防止のルール設定等に係る実施内容

　　　を記載した文書を受領．

・臼／マ　手風書改正｛劃定に係る確認事項の追加〕

・T／5　委託先に当社の取り組み内容を説明実施棄

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価〔終了時に記載） 備考〔懸案事項他）

1．改ざん防止のためのルール設定 （検証方法）

・手馴書の改正．（完了：9／T〕 ・委託先の受託仕様書算に当社要求事項が記載されてい

・実施1二係る委託先との闘整．　（完了9／6〕 ることを確認する、

2．グルーブ企粟との裁樟ある樋生な取引関係の構築 ・データ改ざん防止のためのルールが設定，実施されて

・委託検査業務に関して第三煮によるサンゴル測定の導入等に いること，委託先関係者教育の実施状況等について内

ついて検討中． 部監査を受ける．

3．法令遵守徹底等の教育の実施 〔検証結果）

・6月1日に委託先の業務従事書及び当社の業務関係者に対し、

教育を実施．



一。－
u．一一，

実施箇所＝電源事業本部（原子力）
アクションプラン進捗管理寂〔AP8（1）原子炉主任技術者の独立体制）

H19年9月末現在

午購旧年7月業卓でに、 以下t反映した傑碑胡定真夏刺聴寅塊

目　的 把偉される岨轍体罰とする

卵子炉主妊技術毒がモの裸虫の監督の責任を十分にで世ることまたモの担示にしたがうことを慌実にするため独立性が

11〕の封応

�蜩蜩ｫ灘繹欝灘購灘辮購ll
辺幅・楳守に闘†る真精1こ閣与しない郭［から畢任する．

n肝炉主服備雛餌断の囎欄が原子助保安1こ附副帥＋鯉騨と糊し鱒曲調補鐘撞備として餌刺慌甑

囓�蜷濫Q獺欝鱗難鱗灘灘脳
〔のの対応
n贈乗住田燗榊隔翻こ，肝炉班瀕柑一算12瞭引音〕纂1駄駈る鴨礁粧飾醐合・iら帆任において・
@事献を禮腸」モの硫撮し隠ところに世い情報壱ヰ土葺1こ直播頼むする一とを規定する．

n蔚炉撫笹髄は一寛期的琳び蝦1二吼．軸上騒櫨輔の職状況翫皿鉢び箭調等鰍侃1二ついて仕払四畳

〔1〕原子炉の運転1＝関して藻安の監督を行う責務を十全1二果たすことがで音ることへの酎応
寛艦内喜

職告ナる二とを規定する．

垂衣事項

（2⊃罎書置任脅1こ対して原子炉主任弦術者が直撞に職音をし、

o鋤岨縁面，人事国辱1二おいても，軸電訴の條虫岨欄から膳立性が硫偉され、

@技僻書が行う燥　安の監督に支障が生じないようにすることへの対応

i4）原子炉主任撞術者の粛楠が署しく過大とならないよう1二することへの対応

担示を畳1ナることがで音る体制を随課すること＾の対応

棚電漸長等の閣与1二よって原子炉主任

〔31の対応
n仮子駐磁榊1燗禅の鰍・冊1二蹴る賄諏肌ないととも1醜蜥の職服1謂さない海温鵜細卿任部長から
@　■任することによリ，鮒韓国からの独立性を確燥する．
ﾁi醺然難難i鰹麗羅灘i欝欝蕪　　駅賜干力量電所との翻豊1‡行わない．O餌服の関与隠り蔚炉箆抜髄力鴫行う囎岨督1謝して遡が凱なし・よう1こ・鯛所長r諏干炉主鰍旧の意賠髄

†る冒を偉蜜想定1二明笛†る．

回1の対応
n爆弾主任鮒書r諏禅の踊・僻1こ間帖絹に嚇しない聯鵜紺より麗幡こと1二樋たぬ暗し（瓢がと樋こ雄
な（源子炉主任城柵電の皐魍機構を十分轟揮で音る．
n現行，雇干炉主任擢姉者は原子炉主任撲術者としての職惰の柚，断長を輔佐する副漸葺の戦覇在葦籍しているが、青絵、環手炉主任
Z術脅の職楕に専任させる｛モの地織鞠は行わないコことにより、モの噛覇が着し（過大とならない．

一凡 例一

具林的な行動計圏 ▽口：廿咀， ▼■＝皇檀

ス ソユール
19 20

進捗状況，今後の予定 完了事項
真髄事項 下期

傑安 舎

　　　　正
E算1回ヒアリング侶／日｝

唐Q回ヒ7リンゲ㈲／25〕

　　　　　正
ｳ一H潟1回ヒアリングn峯
ｳ一1－2側2回ヒアリング職事

整備

口〕源子炉主旺技術書の独立性が疸僚された体制の
燥

鵬
翼
輯

韓専横

@改正

聖“

@　検附

安瀬走
靖
安
蜆
甚
領

岨可

{行

・電気主任拙術者，

　　　　正に

撃ｷる雪月翼慨〔改正：棚覧瞬，

　　　　　　　　う畏

E原子力袖章県費遭賞盤員虫運営異頼倣正1鱒雪折〕

E犀子炉主任敏術宿の還甚・醒任要剣〔斬鏡胴建：本部｝

　　　　　　　　　　　　の　正
Cト，プ，レ辱の鋸費1こ潤する牡長齢応椙酷（斬甥制寛：本部，

E厚子炉主任挫精者の職種等に■する異楓〔軒蠕釧寛＝本齢｝

ポィ，・，一ヒ’ン主任櫨術脅の職覇等に

・篤ヨ回ヒア1」ング（7／5〕
E篤4回ヒアリング〔フ■13｝・窮5回ヒアリング（了／20）・算O凹ヒアリング（7／24〕・7月31日資見認可申請

nMS検討チーム〔7／1B〕
nMS頓肘金σ／24）

①一1－1澗3回ヒ7リンヴ繕事
@一1→：飾4回ヒア1」ング固事

@一1－5澗5回ヒ71」ン列躰
@一博脇6回ヒアリング蹴事

@一コIO耶検討チー五責馬
@刊：巳MS検討舎貴鶉

裸安壁貫童（7／1日〕 Φ一s：裸安委員壷貫料

宜聾員
ヨ」力轟 畳安 奮聾員 本郎運営盒瓢5／121 本部■青倉撮
寓 ①一2槍口資料
貫燥琵 黄血 師・ 電 テレビ会騰

所）
評価
､ 需電所一本凧5／27〕 ①一巳：テレビ虫階

O畳輌書姻改正引足
加子炉 長技 者の腫 性槙 裸虫這世要員血〔日／41 Φ一丁傑安運営曇員金貨料
瞬 傑安曇員童〔o／5〕

i質燥睦要員倉〔9／51

o一日傑安婁員舎貴叫
@一9品貫楳旺優鼻血資料



現在の状況 対策の検証方法と頓些細果 自己評価（械了暁に記載〕 備考〔愚案事項他〕

・傑安朗定喪1命令1二対する保安潮足の陛！認可申請を1月31日
ﾉ裏地・補正申幽を8月21日に裳施・8月31目樺安凧寛寛40次改正認可

ﾓ月12日施工

〔傾国方法〕

ﾛ安規定寅更血章に対応した棟喫煙tの敵正，関係甚細顛の改正ま
ｽは駈慨餌慮がされていること．
ｨよび改正または制定した要輔鵜に準じた運用がされていること、

k1）楳安岨霜吏夏中猟翻
@・陵1雨竜の意図に沿った僚安畑定の改正が行われているか青
傑安院とのヒγリング等1二より碑㎎する
・裸虫規定改正内事および傑史観室改正に伴う運用事項が要輔顛

へ反映できてL、勧噸子力釦電傑安達曇買血で専nナる
・偉安規毘の改正内書および裸虫短慮改正に伴う■用事項が葺棚

頬へ反映の方僻をOMS検討製黄藍で審雄ナる
（2隈領書類改正掌たは制定
・葺領書類改正‡たは鯛寛が運用で音るものとなコているか原子力

島■裸虫運営要員舎で●附する
・要輔書噸改正車た1土軸足が運用で●るものとなっているか原子力

釦電環安曇員曲で喜噂する
・誓輌書損改正または軸距内喜が品質保証上担傑されるか品質保
証■青畳貞血〔本部・鼻電所〕で審撤する

（3〕適用の確認
・原子炉主任技術者がその裸虫の監儲の責任を十分集たせるよう
免電所からの情韓が入っていることを，達■原子炉主任技術者の

意見壱聞き随鬱する

〔検証結果〕

㎏，

一イ年



駈
り

実施箇所：電源事業本部（原子力）
アクションプラン進捗管理表（AP8（2）一1保安規定の変更（変更命令））

H19年9月末現在

目　的
髭篭設備の繊点検結果を踏まえた，傑安親定の真夏命弔，凶からの行政処分に対し．経営責任者の関与．原子炉主任
Z術書の位置付けを明確1：するとともに，紐當責任者への綴音，保修工事に係る記録の保存等について賜硫にする．

1． の　　　　　　　　｛
k11の対応
n蓋切な幅告がなされる体胴を構縮†るため，

応）（平　19
7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でに　　　可

@社長に韓告ナベ世事象を明確に†る．
n風音すべ喜内喜が正確となるよう所長および原子炉主任拭術者の2つのルートにより社長へ帆告ナることで確喪な

　　　　　　　　　　　1

G沓すべ螂鋤鴨奥1二帆告されるように，勲20煎楓齢において

　惰釦が韓告される体制とナる，
n社長への盤告1‡，あらかじめ定められた経路に捉い、電話．雷干メール等の手取で行われ鰻ことを二次文書に明記する，

@また，タイムリーな職告に対しては，軸告すべき職位が不在の場合にも穂寡に無告されるよっA拝的方法については、

　炉主任技術者が自らの責任において経営責任者に媒告
i4）安全上■異な樵昇等の裸修工事に係る記韓の追加

　原子炉主任技術者の紬立性の硫保
k3〕運転制限の逸脱又1‡告示で慮められている安全上二葺な犠讐輝に係る技術菖準の不適合が生じた場合には、

1，　　　の　　｛更　　　　〕
i1）国1こ射する韓告を行うべ音事象及びこれと同等1二亘大な事触が発生した場合1：おし、て紐嘗責任者1：遮切な轍告

@がなされる体制を構箆することを含め，縫嘗責任者による安全硫燥に対する関与の強化
i2）原子炉主任技術窺が原子炉の運転に関して裸安の監督を行う責構を十全に果たすことがで音るようにするため、

原子

　二次文書に鴫記する。
n帆告がなされる体制を構聾するために，繁120条の2項において，所喪から社長へ粗告する旨を規定する。
n現行の関与に加え，篤120条〔帆告）第1項の事象が擁生した婚合．社長は所長および原子炉主任技術者からの輯告を

@受け，軸告内容に応じた指示を行うことを燥安規定に明記し、社長の直簿的関与圭望める、

n保安規定の条文において，社長へ鰍告すべき場合を規定し，不明確となbないよフにする．
n轍告す赫埼台1謙射るカ・否かの判断1諏勒‘迷う聡r二∬欄的1こ』軸告をするため1二・質120乗〔儲狸1項
@に規定する事象に「該当するおモれがある場合』についても弛電所長および主任技術書に軸告する旨、第120柴「＿劫達する，

〔2〕の対応
AP活動推地管理表（AOP日｛1〕原子炉主任技術者の独立体制〕で対応

真塩内容
（3〕の蛸応
@運転上の制限からの逸脱時，安全上■異な馳昇等1二係る技術基準への不適合が生じた場會、原子悟主任技術者が．
@自らの責任において，事態を確認し，モの硫記したところに候い正確な情轍を社長1こ直｝壷轍告するよっ課安銀宝に定める。

要求事項 （4）の対応
n安全上■異な機概算の裸修工事に係る記峰を作成して保拝すべき1己録の対象1こ責めるよう傑安規定1こ明記する．
n安全上■要な椎讐等の保修工事において，工事に必異な邊金上の手纏きの要否とその理由について・保安規定で定める

記鰍として保拝することを保安規定に明記する
n法需に甚づ（手続音を不具と判断した堀合は，その理由も併せて語録として保井することを保安規定に明記する．

具体的な行勘計回

一凡桝一

寒施亭項

ス ソユール
19 20

下期
進捗状況，今俵の予定 完了事項

の　　（　　　　　　） 傑 曇員
　　　　正
E算1回ヒア1ルグ〔6／的

　　　　　正
@一1－1邸1回ヒア1ルグ腰事

■．国に対する鰍告を行うべき事離及びこれと同 ・第2回ヒアリング〔6／25〕 ①一博煽2回ヒアリング膿事

とを含め．

ﾖ与の強化

等に■大な事触が兜生した規合において鮭営責
C者に遮切な轍告がなされる休制を構藁するこ

@　　　経堂責任者による安全硫保に対する

傑 蜘建陀 寮禎

lSAと

安規定

ｲ監

請
安
規 趾可

保 改正に　　　　　　　　う葺慨
E工事管理品貫保旺要細〔改正＝鼻電所〕

E漕撞安圭管珊審壷品貫楳旺要細｛改正：兜電斯〕
Eトラブル発生時の対応喪輔〔改正：本部〕・故陣・トラフル対応畳領〔改正：艶電所〕

の改正等
・冨3回ヒアリング（7／5）
E擁4回ヒアリングσ／13）・算5回ヒアリング〔7■20）

E篤6回ヒアリング〔7／24〕

E了月31日鹿更認可中請

①一1－3側3回ヒアリングロ事

@一1→茄4回ヒアリング臨事
@一1－5鯖5回ヒアリング践事

@一1司煽5回ヒアリング隅事

b．原干炉主任技術奢が原子炉の遮転に闘して
ﾛ安の監督を行う責覇を十全に県たすことカ｛で

ｫるようにするため，原子炉主任妓術者の独立

葺組 の改正 検討
異領 施行 ・品質マニュアル（本飾，

・原子力免電保安壷員金題営葺領〔改正1本部｝

@　　　　　　　　　鍋電附
E原子力鮪電傑安遇嘗委員金遺営要領（改正1殆電所〕

OMS検討テーム〔7／1B〕
nMS槙討曲〔7／24）

①一3＝OMS検討テーム貴料

@畦OMS頓討会箕料

性の硫偉 安聾 金 樺安曇員会（7／18） ①一51保安壷A會貴料
子力 電課安■ 世聾A

o．遣転綱隈の逸脱又は告示で定められている

ﾀ全上貫甚な槌讐等に侮る技析墓串の不適合
ｪ生じた場合には，原予炉主任技術者が自らの
M任において縫営貴任書に職告

所

峯
質
操 曇員曲 ｛本都・ 電

評価

本部運世童餓〔6／1幻

eレビ会膳
ｮ電所一本鰍6／27）

本部逼営金臨
@一21金議貴料

@一61テレビ金職

d．安全上■畢な槻鼎等の保修工事に課る記録
▽ o異領書頻改正・制定

の追加
記
r

雑 紐営 任妻の 与検

保安運営婁員会〔9■4）

�ﾀ委員蝋9／5〕
i貫探旺曇具金（9／5〕

①一7裸安運世曇員会責料
@一8保安委員童貴料
@一9品貫傑証磐員会貴料



現在の状況 対策の検証方法と頓証紬果 自己評価（終了時に記載） 構音〔懸案事項他）

の　　〔　　　　　　〕

・傑安規定変更命令に対する保安規定の変更陛可申請を7月31日

ﾉ喪施・補正申請を8月21日に寅施

@唱月31日課安規定篤49次改正認可
褐獅P2日施工

〔槙晦方法〕

�安規定変更命令に対応した保安雌定の改正，関梶葺慨頬の改正ま
ｽ1‡新畑網走がされていること．
ｨよび改正または制定した要領賑に準じた■用がされていること，

i1〕保安規定喪里牢瞬傑）
@・喪隻命令の意図に沿った裸虫規定の改正が行われているかを
保安院とのヒアリング等1こより硫記する
・楳安規窟改正内暫および像安規定改正に伴う運用事項が要領凱
へ反映で専ているか原子力免電保安運委員会で審擁する
・保安規定の載正肉喜および保安規定改正に伴う運用事項が要領

顛へ反映の方“をOMS頓肘壷最盛で審腫する
〔2）甚領書類改正または制寛
・要領書類改正または制定が運用できるものとなっているか原子力

艶電傑安彊世委員血で喜識する
・要領書類改正または制定が運用できるものとなっているか原子力

鉛電條虫委員会で喜博する
・纂輯書類改正または制定内典が品質裸旺上担保されるか品質保

粧運営委員会〔本部・兜電所〕で智識する

（3〕運用の確認
・改正または制定した要領凱に準じた原子力動電所の運転管理が
されていることを，遮立原子炉主任技術者の意見を聞書硫膨する。

（槙旺輔県）

■ソ

く一｝



｛『

実施箇所：電源事業本部〔原子力）
アクションプラン進捗管理表（AP8（2）一2保安規定の変更〔省令改正／審査内規）

H19年9月末現在

目　附

属京事項

照設■の鯨欄果韻就儲轍正および額内観1譜づき．齢遮艦蝋雌嵩の鵬・離離脈
惰幅の公願，国への轄皆〕等に翳しての朗応を明確にする華

　　　　の　　　■’　　　■
〔”快帝遵守のための体制に関すること〔篤10乗一項軍一号〕〔佃電設“の繊点検1二儀る行動計潤110）｝
（2）安全文化を綿醸するたぬの体咽1；関すること　〔篤16棄一項篤二号M備電設構の維点検1二係る行動什里（10）1

‘3埠鵬が難し鳩合の細を淋1こ幽慨耐征と（勲5柴一聯軌号，（鯛血㈲甑桟1一脳
　　行動計層（10）〕
〔司公開可馳な安愈上■葺な輌轄の艶値に閨†ること〔篤16乗一項篤二十二号M鼻電設備の総点植に係る

　　行動計冨｛10〕｝
価）原子炉主任技術脅の独立性に闘ナること（怖16戴一項擁四号，
〔6）作業畢累書算の偉安嶋寛上の位置付1†に聾すること（篤16棄一項輯二十号主
〔7〕傑守点検を行った事業書から掃られた偉安に潤する控術情轍の共有に闇†る』と　（繁16棄一項“二十一号）

（鋤裸虫胡寛の墨守1こ関すること　（篤16県一項第五号ロ（1）〕

（9順子解撤1こ脳腋に関す硯正な記徽び報告1誦すること〔勲瞭一顧＋木斛
｛10〕ヨ輯島生敷畳から鮪廿られた暮鰍内書の傑秤1二関すること　〔篇了柴篤一項）

　　（APO（4〕からの蒋動）
〔11〕作事畢口書の進守に間すること（纂下乗の四算一項，
（12｝運転上の刮眼音虚脱した場合の軸告に隅†ること〔算12乗算九号）
（13）外部から物品車たは投覇を胴適する婚合1よ，裏庭計■に■切な“遮の裳施に必要な事項及びこれらが硫夷

　　1こ守られるよう管珊†る方憧を慮めること　〔第下乗の三の五貫二号｝
〔14〕不■合に対する耳鼻防止のため1＝儲是正「二関する槽量1こ関する雫關を確立して行うこと〔種本原因分析早帽を

　　古む〕（第7柴の三の七郭一号〕
〔15）原子炉施設の巡視及び点検並びにこれらに弾う価量閣すること〔算16乗算一項算十二号1

〔16〕厚子炉施設の操守管理曜こ関すること　（篤16柴篤一項算十七号〕
（17〕宥金上■葺な行為〔起動・停止）に対ナる保安撞iを先行喪施に関すること〔偏16棄の二幕二項〕

　　　（AP8〔召｝からの鞍助｝

裏艦内讐

　　　　の　　　｛　　　　　／　　　　　1【　　，O　O　某　　でこ　　　　　　　、　　　　　　　　二ついて　　11

（1）の対応
O偉安のための閣偶睡¶並び蝶蜜規定の■守を随甕1：行うため一いわゆるコンブ，イアンスに係る林飼が遭貫に構嵐されていることが闇櫨と

　なっていること．特に，縫嘗賃借4の噛輌的な聯専が明記古れていること．
　①親雪書籍の上層部からのコミット’ント②コンブ，イアンスセ寅行ずるための仕輻轟Oコンプライアンスに偏る漸A↑の歳盲の裏地

〔mの対応
。眼の舳髄鰍解硝櫨恥欄の中で耀」雑捕L獣してし・く蝋欄とし解文慨鰍的膳群杭めの興研甚に
州射ること醐舵伽τいること．特1こ，雌熊⑳胆醜聞勒棚励綻し’にと・
佃1の対応
O厚子炉施設の“貫爆睡に闇ナることの中で，以下1二ついて祀鵯されていること．111耳30日に｝“〕

　　ガイド，インを踏車えた輯‡隙国分折の方珪お上び岨牟原因分析t宴施ナるための体輻

（4｝の吋応

O蔚鵬股傭船阯細砒め，旋し船幅聖柄ニュー沈吐照照，フル騰無品賄熊偶砧恥1こ伽
　公証し一儲鳳兵書化ツールであるニューシアを階用し骨組の兵書化書図るしとを規寛†る雫

㈲の対応
O肝炉笹脳髄堰⑳監畦＋劃こ靴仁とが髄砧弧ナ確め蕊電揖の暇組齢崩立し講師蹄醐切に田上
　での必蔓な担礁が明確［こされていること．

〔のの対応
O肝厩皿の憬賄駅朔†砿監ついて．糊館齪閥砺法醐櫨1こ麟られ・蝋醜鴨脚棚昨爬れて』’る
　こと．具体鵬鮒嵐AP7⑥暇O槽量の麟に財べ酬mで鶏
‘Tlの対応
　O操守点横転行った事書脅から暢られ能煽安に薗†る技師情軸が他の原子炉蝕甚書と邦噛書札、●らの原子炉櫨投の燥安転向上させるた

　めの虹置が承されていること甲　具体的虹検討1ま（AP7〔励線虫の槽量のため1二講ずべ亡捕置コマ寛歯

〔81の射店
O晰齢猷び瞭然眺髄腔邦眈如・ら，鰍的嫌飾師隅が肋られており・モの照し鰍響につい耀齢縦
　L、ること．

〔91の紺応
　O原子炉紅鞍1こ係る傑喪1二聞し、必要な記録を蛆正1こ作璃し．曽瑠†ること郁明記されていること轟

〔斗①の飼応
　O曹和見生腔量から鳥廿られた量輔内事の像井1：闘†ることオ1咽肥されていみこと、④月30日龍行〕
　O裸虫捜査■皇への蝸ホ軸喩量，エスコートフリーの常時量け入れ，運転デーケの豊幌、碧鯉印字祀師の直領が検討されて」、ること．

口1｝の吋応
　O要帳書一伸畠手順書モの他律蜜1＝聞ナる文書が定められ■守†ることが哺記されていること．

〔121の飼応
　O■髄上の一眠藍逸脱しと増合直ちに鮭缶慶嘉大臣1二輔告することが朋艶されていること．〔9月3日目施行］

11田の対応
O卿筋物融雛齢四琳“台，熟計圏13髄隅頒龍艶跡事項必こ描槻監舳描よ楠町る班齪
　められていること■

口41の対応
O欄館対楯貌阯倣雌行う是正1こ附耐量1こ附酵駝舳して行うq辟胴簡租舳ω艇がさ勘梯ている
　こと．1柚木原因分析に聞して1土，〔鋤と台わぜ11月30日に中■）

に5｝の対応
O鰍鉢嚇検1燗鴨こと、鰍鰍軌顛猟脚継ついて1土．’L一ル職い筋†ることが定隔れてい紅と・
口6，の対応
　O使庁管理躇動において一法噺上平幟毒が必蔓な工事については，その千隷書が馳真に行われるルールが窪められていること．

｛1力の対応
　O安金上■異な行為〔捏動・停止，に封ナる裸虫換i郎夷膳されることに丹層累14回建期槙蚤における停止埠怖からコ



1け
r’ｦ

　　　一凡例一
▽ロ＝計田，▼睡償縞

ス ソユール
19 2口

下期
遣捨状況，今檎の予建 発丁事項

実施事項
紳

1 1 4 7 ，

の　　　　　　　正－

o省，改正，

@　A　P8 〔1｝
喜i内観およ」行敗掩騨反映
｛犀干炉主任技術者の怯立体勃 で対応

｛2）安全文‘ヒを■成するための体制「＝関すること 再鼻防止行動廿冒，

内”反映事項棟討

噛幸改正， 膚i
〔5）

`　P日 （2〕一1 1楳壷皿寛寛夏命令〕 で対応

〔助事故等が艶生した場合の原国を揖‡1こ遡って

@究明すること

　　191

O省令改正，

@　A　p　a （21－z
響■内規および轟轟防止反敏

（僅宜無血の表更 儲令改正／喜i内規） で対応
（4〕公隔可備な安全よ■異な情轍の郵信に閉す

@ること
ω一1の．

`　P了

　【助，

ﾞ〕

ω　　⑥　　　　　〔助，
P融あ醜の馳1翻ず麺槽節

do｝一 1旧，〔10，　11η

ﾅ射庫
｛5）庫子炉主任技術者の独立性1二関すること ⑥一口1， 1τ1〕一（1の

〔6）作塵手順書算の繰安規寛上の位置付けに闘
A　P6

o喜査内鰻および他社の水平蟹闘

@　　　　121－z （裸安規定の喪■ 帖帝改正／曝査内規コ で対応
すること 1151，〔161

（71僚守点検を行った亭葉者から幌られた僚安に

　層ナる技術輪軸の共有に関すること

i助裸虫韻血の遵守に聞する二と

k9〕原子炉施設に儲る偉安1二劇†る適正な鉋蝉及 ▽省 億

侮安鼎立改正・富1回ヒアリングの■力・篤2回ヒアリング㈲■19〕

偉安規建改正
J一H　l軍1回ヒア1ルグ蹴事
@一挺煽2回ヒアリング堤事

び轍告に関すること 1
1

喪規
p

卓
燥空罐寛改正1こ桿う畢蝦鎖の改正駅臼－ ・臼■2B夏認可申靖

〔1ω密輸擁生肢置から亮せられた管鰍内事の
@　楳脊に閣†ること（9月30日施行｝

　▼
狽WAと 胴豊

費糎員
畳蜜親 認可 コOl

彊轄瞥珊畳鰯僧婁■用縄雪降尉一示1 OM5植詳チーム佃／25｝
膿　　＝OMS頬討チーム貴料　　：ロ｝錨斜使賃糾

｛111作粟手蘭書の遵守に關ナること
い。 〔1 l　Iよ9 30日

一

OMS検討虫〔9■25〕

〔12）運転上の制限を逸脱した墳台の亀告に聞す 安想 謄

正に　つ の　正 楳安曇員蝋臼■2田
Φ’5渦虫要A血貴料

ること｛9月30日施行〕 徹宵訓練■慨

〔13〕外却から物品または投稿を調遇する増合
@は一実艦齢■に適切な訓遭の輿地に必葺准事
@増及びこれらが確実に守ら札るよう管理する方

@澁を窪めること

o14｝不遮音に対する再蝿防止のために行う是正
@に関する櫓量に間するチ剛を確立して行うこと 要帽 の敏 裏頓欝

旧Aと 調豊

安畳畳

@長軸

@▽

施行

・品貫マニュアル（本部，
E予防処置葺領・碇全情鰍処理葺暢

亜電励

他検討中｛傑安院と隅聾〕
o耳楓書類改正・咽笛
㊧ﾀ遺糞委員蝋■〕
�ﾀ曇買血〔／〕

i質傑隆聲員蝋／〕

〔根本原因分析予剛を含む〕

〔15〕原子炉櫨峡の巡視及び点検並びにこれら

に伴う虹量間ナること

116｝原子炉施設の傑守管理に聞する二と
令の遮 文化の 庫

県価

『

（17，安全上■麗な行為（起動・停止コに対†る

傑寅検査を先行皇施に聞すること

燥安 畳■ の輔 慌歳星 槙

三　　　　　　　　　　現在の状況 紺景の検証方法と検証結果 白巳隠田纏了晩に記載） 構身〔重事事項他1

楳寅惣寛の真夏〔省令改正／喜i内堪⊃ ｛頓証方法〕

省令改正または審査内規1二対応した裸史観定の改正一 闇廉要領顕の

e月30日パプコノ轄丁 改正または駈観劇寛がされていること．

B月　9日公布
9月28目壷夏認可卓請
P2月14日施行

ω偉安規寛真夏申1駅寛）
・省，改正またぽ審査内規の意図に旧った裸虫規定の改正が行わ
黷ﾄいるかを無費眺とのヒアリング等1こより確認する
・傑安規定改正内事が婁盛であるか原子力郵電裸虫週層A金で喜

撤する
・犀黄緯建の改正方計をO｝S頓討曼員会で喜■ナる
（21耳細書頬改正または制定
・纂細書翻改正婁たは制建が運用できるものとなっているか原子力

露量傑費運営Ω貞虫で審膿ナる
・要領喜麟改正また1よ創建が■用で音るものとな一ているか雁子力

動電俸碑聾員“で事蹟する
・要領書剛改正重たは輯芝内事が品質課旺上担保されるか品質傑

粧運営委員血体部・亜電断）で審惜†る
（31運用の確認
・改正重たは餌血した葺領灯に準じた原子力動雪吊の運転管理が
されていることを、 遡■原子炉主任技僻者の意見を聞書確認
する．

〔検証軸皐〕



実施箇所：電源事業本部（原子力）
アクションプラン進捗管理表（AP8（3）検査制度の見直しに対する対応）

H19年9月末現在

目　的
原子力安全曽一壷快走を踏まえ，原子力安全・偉安院の「植査の在り方に関する検討禦において
搆ｾされた新たな検査制広の導入1二内1ナた胴腹設計（課金廿日の充寅等〕への対応を行う．

検査制度の見直しに対する対応〔早成20年4月責夏陽可申露1
@ブラント毎の保守管理唐動を爆主計田の無定を通じて発喪弧化さぜ，検査もブラント毎の特性に店じた白め細かい頓査1二移行

@するための，省噛改正を受け，その意図することを槙肘の上程壷焼定に反映する．

昼或事項

｛1〕偉合計日記載纂東事項に「プラント停止瞬の安全管理』を追舶
i2〕定朔事皐書槙雀以外の寅主上■異な棟守点槙躇動の計画的真紅を裸生計圏記載事項として

�栫
k助フロセス確認型定期植査甑庫のため，槙壷誓輔書を改正

k4）短軸菖埠の通用性の向上

盛施内容

A体的な行動計日

　　　一凡個一
､ロ針■，▼翫奥縞

実施事項

ス　γユール　　　m
20

下期
道捗状況．育雛の子童 亮丁事項

蜜聲A

　　　の　　」に　　る

@課金計百記載誓京事項に「ブラント停止暁
@の安全管■」を追加

A慮斯事業者検i皿外の安全上■葺な操守
@点検后助の計画的塞傭壱保全計画記載事
@項として繋束

nプロセス碑駆聖血期頓i轍庫のため、
@傾査甚帽書を改正

C劫楯芒準の通用性の向上

繰 計稠記 事項植サ

異領■　直配
規室 請

lS

一
り 現在の状況 対策の検圧方法と槙匡越鳥 自己”価〔結了暁に肥載〕 備考｛隠家事項他〕

の　　しに

9月書帝政正峯提出予覚 〔槙旺方法）

省令改正車たは審査内規に対応した無安規走の改正，関像葺領頬の

改正または軒観劇寛がされていること、

（1｝課安規寛寛夏中届〔峯｝

　・省哨改正卓たは喜i内頬の意図に沿った課安規定の改正が行わ
　　れているかを傑費藏とのヒアリング等により確認する．

　・保安頽箆改正内宴州妥当であるか原子力軸電傑史畢曇員壷で

　　害謄する．

　・僚安規竃の改正方針をOMS頓肘喪A盒で喜臆する．
〔21要領喜顛改正古た1土朝定
　・要蟹書顛改正または劃定が運用で音るものとなっているか原子力

　　佛雪像田運営雪畳蛮で審聴する．
　・長銀毒蛾改正または制室が運用で要るものとなっているか原子力

　　糖t藻安壁貫壷で●嶺する←
　・要輔書類改正重た1‡網走内宴が品質偉旺上担課されるか品質課
　　旺遭世婆買血｛水都・糖質所）で害陣する．

〔31運用の確認
　・改正土たは制定した纂輯鳳に串巳た卵子力免電所の保全活動が
　　裏地管理されていることを，■t確認する．

（検旺輔蜘



実施箇所 島根原子力発電所
　　　アクションプラン進捗管理表 （A　P8 （4）直近の定期検査における特別な検査への対応） H19年9月末　現在

蔭

目　的 直近の定期検査において，国（MSA，J旺S｝が喪施する特別な検査を受検する。
〔特別な検査の実施概要〕

P．確認場所

実施内容
①事業者検査において，同時に確認する場所が2箇所以上ある場合に1よ各々の箇所で検査官が立会検査

@を実施。（複数の確認場所が同時にある場合に1よ，抜き取りで確認場所を選定。）

要求事項

O国の要求事項に基づく特別な検査の受検

E「特別な検査の実施について（平成19年5月8日原子力発電検査課）」

@「定期検査にお1ナる特別な検査の実施について（平成19年5月巳日原子力兜電検査課

　2．検査前状態（条件〕確認
@　①検査前の状態や原子炉停止中の安全装置の構成が検査要領書等に記載された状態であることを確認。

@　②検査前の状触や原子炉停止中の安全装置の構成に．ついて，処置方法が適切に定められていることの確紹。

n今後の検査にフィードバックすべき事項があれば改善し，安全性の向上につなげる。
制定月 O安全確保上必要な般備，要領掴のレビュー

運転操作要領書・定期点検要領書（当該設備を含む）等，安全確保上必要なものについてレビューし、必要

に応じて保安委員会において坪価を受ける。

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽日　計画，▽□1実績

スケジュール（平成19年度） 平成20年度
実施項目

4月 5月　　6月　　了月　　8月 9月 m月 11月 12月　　1月　　2月　　3月 上期 下期

5／8　　　　　　　　　　　　8110

一2号機第14回定期検査 1号機第27回定期検査

直近の定期検査における特別な検査
安全確保上必要な設備，要領類のレビュー

2号機第14回定期検査（H19．8．10終了）において，国（剛SA，J旺S）による特別な検査が以下の観点で実施された・

2号機第14回定期検査では，定期検査対象項目（クラス1、∬〕64項目および設備総点検のN［SA評価で区分1となった非常用DEG関連の定期事業有検査（ク

ラス皿）3件が定期安全管理審査〔追加実地審査）として特別な検査が実施され，いずれも指摘事項はなく適切に実施されたとの評価を受けた。

【同時に確認する場所が、2箇所以上ある場合について】
0　操作と同時に動作する機囎等がある場合には、検査官は二手に分か
　れ確認する．なお、現場においては、複数箇所が同時に動作する場合
　には、抜き取りにより確認場所を選択するψ
O　またこの場合、中央操作室の計羅の指示値と現場の計器の指示値に
　ついて比較し、同様の指示値であることを確固する。

【検i前状態（条件〕の確認について】
O　検査纂韻書に蓋づく確認リストや作業依頼某により、弁の開閉の状
　態を中央操作室の制御盤と現場の桟鼎の状態とを比較し確認する．

O　制御螢のリフトやジャンバーが許可されたとおり実施されている
　ことを確認する．
O　不自然な計罫等が設置（撞続）されていないか確認（鮪2中操等を
　含む）する。なお設置が視認された場合には、その目的を確認する．

［検査前状惣〔条件）の確認について】〔つづき）

O　弁やポンプ等については、動力電源が搬入されていることを電源盟

　にて確認する．
O　検査要領書等に基づく確認書類により、安全装置の構成（作動状況）
　を中央操作室の制御盤と現場の機器の状態とを比較し確認する，
O　原子炉施設保寅規定や原子炉ブラント停止時の安全管理要領等に
　より、設置者が実施した原子炉停止中の安全装置の構成（作動状況〕
　が検査実施時のプラントの状態や停止時の安全管理事項に対して適
　切であることを確認する．
O　総合負荷性能検査において1よ、制御盤等に不要な処置がなされてい
　ないことを確認するものとし、不要な処置がなされていないことが確
　認できた堀合は添付資料の「特別な検査の実施概要」に「該当なし」

　と記載する。

o　H19．5．71旺Tr莞電設備の総点検に関する評価と今後の

対応について」発出

①保安規定変更命令

②託TI対応の30項目行動計画策定

現在の状況

N　I　SA定期検査対象〔クラス1）　　7／丁件

JNES定期検査対象〔クラスK）　5了／57件

対策の検証方法と検証結果

〔検証方法）

〔検証結果〕

自己評価（終了時に記載） 備考　（懸案事項イ也）



実施箇所 島根原子力発電所

（5）特別原子力施設監督官による原子力発電所の特別な監督への対応） H19年9月末現在

～

〔保安検査の特別な監査・監督〕

目　的 島根原子力発電所に対する特別原子力施設監督官による特別な監査・監督 1．特別原子力施設監督官による監査・監督

2．保安検査期間を延長した特別な保安検査

①改正された保安規定の遵守状況確認

実施内容 ②定例試験（安全上■要な機器に係る試験、過去において不正が行なわれた試験等）への立会によ

要求事項 O国の要求に基づく、19年度保安検査の受検 る機器等の健全性確認

・特別原子力施設監督官による監査・監督への適切な対応 ③喜発防止対策の取組み状況確認

・保安検査期間を延長した特別な保安検査への適切な説明及び対応 O保安検査結果のフォロー
1．各回の保安検査結果監視事項等の処置計回表作成・提出

2．同上処置計画の実施結果評価

O今後の植査へのフィードバック

今後の検査にフィードバックすべき事項があれば改善し，安全性の向上1こつなげる、

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽口　計画，▽□：実績

スケジュール（平成19年度） 平成20年度
実施項目

4月　　5月　　6月　　了月 8月 9月　　10月　　11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

4／27特別原子力施設監督官発令 〔闇ETI） ▽9／12保安規定第49 次改正施行

1▽5／730項目の具体的な行動計画策定（METI）
1

7／31保安規定変更申請 9／圏保安規定変更申訥

6　　　　629 ／3　　9　8

第し匝1 節2レ」！ 無言回 策4回

19年度保安検査受検 〔、ヒな検査項目工 ［主ノエ検子｛項旧

・第1回～算4回の保安検査期間：

@通常3週間→今年度4週間

し1－1艶紅故備の総点検の緋果に係

@るII溌防止」）対策の実施状況

A2r飛非鴬川炉心冷却系ス1・

ω発電股伽r）総点横川翻』1こ係

@る11溌防し1二の対策の冥応状1兄

n牒安規定に基づく地震・一火災

レーナ取替’）輿地状況 等施生時の対顧II靴1丸況

｛3）過去の違反事工喪に係る改患術 ③2 F｝楓川」tンンンゲライ”）擬」し

皿状況 止め防工1対筆算の爽施状況

〔」一1マネジメントレビューの真塩 ④憂世布令に，L頓変史冊可され

状況 た保安規定の1盤守状況

⑤定例雌の立会及び現場巡視 ⑤定例駄験の立会及び現場巡視
［換喪串一1；果］ ［娩庶結果〕

・保安規宣違反及び監r姑事項なし ■ r呆安規匙違反及び剛訓頗なし

・1だ例献験の、k会及び税期巡視紬 定例武勲の立会及び現場巡視結

果から帳面な改潮頭r）桐摘 果から輔徹な改削噸の指摘

OH19．5．7二匪TI「発電設備の総点検に関する評価と今後

　の対応について」発出

　①保安規定変更命令（原子力関係｝の行政処分

　②旺TI対応の30項目行動計回策定

OH19．5．7：保安規定表更命令文書（大臣から社長宛〕

　（H19．T．31までに申糖）

OH19．7．31保安規定変更単蹄（H19．8．21　一部補正申請）

OH19．B．31保安規定認可（施行＝H19．9．12）

OH19．9．28保安規定表更申晴

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価〔終了時に記載） 備考〔懸案事項他）

O第1回保安検査フ≠ローアップ

@・改善処世計画表：9／3検査官へ提出

n第2回保安検査フォローアップ

@・改善処置計画表作成依頼：10／5〔回答期限10／25〕

（検証方法〕

i検証結果）



実施箇所 島根原子力発電所
アクションプラン進捗管理我 （AP8（6）制御棒引き抜け等の報告義務化） H19年9月末　現在

目　的

国からの行政処分1二関する取組み 1．省令改正（制御棒引き抜け等の報告〕への対応

y設備面・運用面の対応】

Q、CRD冷却水差圧「高』・「低」警報の分離。

R、CRD冷却水差圧「高1によるインターロックの追加。

S、HCU隔離手順の整備要求事項

省令改正〔制御棒引き抜け等の報告）

ｧ御棒自然引き抜け防護対策

実施内容

具体的な行動計回
　　一凡　例一
▽□　計画，▽□：実績

実施項目 スケジュール（平成19年度） 平成20年度

4月 5月 6月 7月 8月 9・月 ⑩月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

1、制御棒引き抜け等の事象について

�
▽6
､当
15省
ｷ，一

w・ト

－改正

告ﾓ任者
uル初

の周知

ﾎ応資㌍ 差替

2七　CRD冷却水差圧　「畜」・「低」警報

@の分離．

2 機警報

@□

雑工事

㊨�ｳ
V／20

討順改正古

行

号機警 設置予

3、CRD冷却水差圧「高」による
@インターロックの追加、

方虐 インタ ロック 容検封
詳 検討

Q号機1
P号機

5回定積

W回定検

実施検

ﾀ施検・

4、HCU隔離手順の整備

順改正　討

@　　　　5／一 施行

実用炉報告甚串の運用に関し，6／15付けで省令改正
があり，想定外の制御棒引き抜け等の事象について報告

が求められた。MSAから内規の通知があり，当直長，連

絡責任者に周知し，各人に配布している故障・トラブル

初動対応資料を差し替えた。

・2号機の警報分離の伴う操作手順の改正　7／20完了

・H　CU隔離手順の整備　5／2完了

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価〔終了時に記載） 備考〔懸案事項他）

2号機については第4同定検においてC　RD冷却水差 【4、HCU隔離手順の整備ユ

圧「高」・「低」警輯の分離完丁。
〔検証方法〕

1号機については，第27同定検において実施予定。
（し）「HCU隔離手順」（案）を保安運営委員会にて審議

i2）2号第14同定検にて当該手順に基づき隔離操作を
インターロックについては，内容検討中．

実施し，CRがドリフトしないことを砿記する
「3，HCU隔離手順の整備』は5／2完了。 （検旺結果〕

（1）保安運営委員会にて審議（4／3，4／25，4〆27了承）

（2）2号機第14同定検でのHCU隔離時，当咳手順に
より実施し，異常のないことを確認した。

【3、C　R　D冷却水蓑圧「高」・「低」警報の分離】

（検証方法）保安運営委員会にて審議

（検証結果）保安運営委員会にて審議・子鼠（7／19）
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実施箇所 根原子力発電所
H19年9月末現在

アク ションプラン進捗管理表 （AP 8（7） 原子力発電施設の保蜜検査の結果の公開ナ

目　的

国による特別な検査を含めた保安検査の結果の公開に同席し、当社の唇兜防止対策の実施状況

ﾉついて，積極的に精粗発信することにより地域の皆さまの信頼回復に寄与する．

要求事項

O保安検査結果の公開

n再発防止対策の実施状況の公表

実施内容

・公表資料作成

具体的な行動計回
　　一　　　　　1一

､口1計画、▽□：実績

実施項目
スケジュール〔平成19年度） 平成20年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月　　3月 上期 下期

第1回 第2回 箪3回 策一回

O保安検査結果の公開

@国による四半期ごとの保安検査結果の公表時に同席し、

@当眩期間中の喜兜防止対策実施状況，島根原子力発電所

@の運転状況，安全確保・安全向上に対する取組み状況を

@公表する。

n分析・酔価〔第1回）

@再発防止対策実施状況や運転状況に係る諏遭は無かっ

@た。報道が無い理由を，ニュース性，新規性．当日の他

@のニュースの観点から分析・評価した，次回公表時には

@細道関係者によりアピールできるよう改善策を検討して

@いる。

ユ
一　　　m　網　『一　一一　■一

@一　一　■　一　■　■

i二1工1二二］：二＿ 1コ二二ニ＝］＿＿

O保安検査結果の公開

n再発防止対策の実施状況の公表

@・公表資料作成

n運賑状況の公表

@・公表資料作成

n分析・1平価・改善

一ユ
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沚ｸ結果公表
@　　　7／26
@　　　　　　1　　　　　分析・評価　　　　　　　1

改　善

樗↓分析・評価

w斗・鹿島町全戸訪問　　　　　　分析・評価

樗
　
↓ 分析・評価
@　　　1

@　　　改　善

公表

@▽

継杭的改善

改　善

現在の状況 対策の検1正方法と検証結果 自己評価 （終了時に記載〕 備脅（懸案事項他）

0第1回保安検査完了

P．保安検査期閏

@・6／5－6〆29（約4週間）

n第1回保安検査絡莱公表
@当社の公表資料について，分析・評価の上、改善箇所

@を検討中．

〔検証方法）

�¥時の報道関係者の受け止めおよび報道内容を集

�ｵ，次回に反映する。また，下期に計回している鹿

∫ｬ全戸訪問において地域の皆さまからのご意見を

W約し，反映する。

i検証結果〕


